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市民農園市民農園

問　

現
在
77
区
画
全
て
が
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

５
区
画
ほ
ど
未
利
用
で
あ

る
。

議
案
第
57
号

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要

な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

答　

内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更

は
な
い
。
等
に
つ
い
て
は
、
町

長
の
他
に
、
副
町
長
、
教
育
長

ま
た
は
執
行
機
関
の
委
員
や
職

員
を
指
す
。

議
案
第
56
号

市
民
農
園
条
例
の
一
部
改
正

　

近
年
の
最
低
賃
金
等
の
引
き

上
げ
に
よ
る
管
理
委
託
料
の
増

額
に
伴
い
、
使
用
料
を
改
正
す

る
た
め
、
市
民
農
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

問　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
一

区
画
１
万
１
千
円
か
ら
１
万
２

千
円
の
変
更
の
み
で
あ
る
。
規

則
で
変
更
で
き
な
い
の
か
。

答　

市
民
農
園
の
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
２

８
条
に
よ
り
、
分
担
金
、
使
用

料
、
加
入
金
及
び
手
数
料
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
条
例

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

担
当
で
考
え
て
い
る
。

問　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

地
域
手
当
の
対
応
は
。

答　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
は
地
域
手
当

は
支
給
さ
れ
な
い
が
、
４
％
の

地
域
手
当
を
加
味
し
た
上
で
、

条
例
の
改
正
を
今
後
考
え
て
い

る
。

議
案
第
55
号

町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
規
定
の
整
備
を
す
る
た

め
、
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問　

条
ず
れ
の
た
め
の
改
正
で
、

内
容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
。

ま
た
、
町
長
等
と
あ
る
が
、
等

は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
議
案
13
件
、
諮
問
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
承
認
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
８
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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議
案
第
61
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
，

２
７
５
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
66
億
９
，４
０
７
万

円
と
す
る
。

〇
主
な
歳
入

　

�

民
生
費
国
庫
支
出
金
・
県
支

出
金�

２
５
９
万
円

　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

５
，０
６
１
万
円

　

消
防
債

�

１
億
３
，５
３
０
万
円

〇
主
な
歳
出

　

ナ
ラ
枯
れ
対
策
経
費

�

１
７
８
万
円

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
経
費

�

３
６
０
万
円

　

区
長
要
望
等
対
応
経
費　

�

１
，６
０
０
万
円

　

防
災
行
政
無
線
更
新
工
事

�

１
億
３
，５
３
４
万
円

問　

区
長
要
望
の
件
数
は
。

答　

４
月
か
ら
10
月
末
ま
で
の

区
長
要
望
件
数
は
、
１
５
５
件
。

問　

区
長
要
望
の
上
限
金
額
は

設
け
て
あ
る
の
か
。

答　

設
け
て
な
い
が
、
必
要
性

を
判
断
し
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
予
算
を
配
分
し
て
い
く
。

問　

防
災
行
政
無
線
更
新
工
事

の
財
源
は
。

答　

財
源
は
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
で
１
０
０
％
充
当
。

議
案
第
62
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

12
億
９
，０
５
３
万
円
と
す
る
。

〇
主
な
歳
入

　

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

�

90
万
円

　

��

介
護
給
付
費
準
備
基
金
繰
入

金�

61
万
円

〇
歳
出

　

�

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業�

２
５
０
万
円

問　

利
用
者
の
増
加
に
伴
う
補

正
で
あ
る
が
、
利
用
者
増
の
内

訳
は
。

答　

今
後
の
半
年
間
の
月
あ
た

り
見
込
み
増
の
内
訳
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
５
人
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
は
15
人
、
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
は
80
人
。

議
案
第
63
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

（
収
益
的
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に

２
千
円
を
追
加
し
て
、
収
入
合

計
を
３
億
８
，０
８
９
万
円
、

収
益
的
支
出
の
予
定
額
に
８
万

円
を
追
加
し
て
、
支
出
合
計
を

３
億
３
，６
７
２
万
円
と
す
る
。

議
案
第
64
号

浄
化
槽
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
収
益
的
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に

３
千
円
を
追
加
し
て
、
収
入
合

計
を
１
億
５
，７
０
８
万
円
、

収
益
的
支
出
の
予
定
額
に
３
万

円
を
追
加
し
て
、
支
出
合
計
を

１
億
５
，１
３
６
万
円
と
す
る
。

問　

郵
便
料
金
の
増
額
理
由
は
。

答　

10
月
か
ら
の
郵
便
料
金
改

正
に
よ
る
増
額
。

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
廃
止

条
例
の
廃
止

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

補
正
予
算

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案
等

そ
の
他
の
議
案
等

議
案
第
53
号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
、
条
例
等

で
定
め
ら
れ
て
い
る
申
請
、
届

出
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
既

存
の
例
規
を
改
正
す
る
こ
と
な

く
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た

手
続
等
が
行
え
る
よ
う
必
要
な

事
項
を
定
め
た
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

問　

受
領
印
が
な
い
が
、
そ
の

確
認
は
町
が
行
う
の
か
。

答　

電
子
申
請
を
し
た
場
合
な

ど
、
申
請
が
さ
れ
た
か
メ
ー
ル

で
確
認
で
き
る
。

問　

個
人
情
報
保
護
規
定
が
入

っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
が
で
き
て
お

議
案
第
54
号

第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

最
低
賃
金
の
改
定
等
を
踏
ま

え
、
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問　

職
種
に
よ
っ
て
低
い
報
酬

が
あ
る
が
、
課
題
等
が
あ
る
の

か
。

答　

資
格
が
必
要
の
な
い
職
種

に
つ
い
て
は
、
一
般
事
務
と
同

じ
扱
い
と
し
て
い
る
。

問　

改
定
率
の
ば
ら
つ
き
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
調
整

決
定
権
は
ど
こ
か
。

答　

最
低
の
引
き
上
げ
を
主
眼

に
置
い
て
い
る
。
総
務
課
庶
務

議
案
第
59
号

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

の
廃
止

　

施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、

議
案
第
52
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
））

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
７
８
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

65
億
１
３
２
万
円
と
す
る
。

〇
歳
出

　

�

令
和
６
年
10
月
27
日
に
執
行

さ
れ
た
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
に
係
る
経
費　

�

９
７
８
万
円

議
案
第
60
号

く
ぬ
ぎ
む
ら
体
験
交
流
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定

り
、
そ
ち
ら
で
の
対
応
と
な
る
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問　

と
き
山
滝
の
鼻
公
園
は
、

法
律
の
一
部
改
正
の
対
象
に
な

る
の
か
。

答　

と
き
山
滝
の
鼻
公
園
は
、

法
律
の
適
用
は
受
け
る
が
、
既

存
の
状
態
で
は
対
象
と
な
ら
な

い
。
新
築
ま
た
は
増
改
築
に
対

し
て
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

議
案
第
58
号

水
道
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
規
定
の
整
備
を
す
る
た

め
、
水
道
事
業
及
び
浄
化
槽
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

と
き
が
わ
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
運
営

し
て
い
た
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
）
を
廃
止
し

た
た
め
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ

り
の
入
居
者
の
移
転
先
に
つ
い

て
は
。

答　

入
居
者
に
つ
い
て
は
、
町

内
民
間
施
設
の
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
移
転
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
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